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一
　
般
　
質
　
問

水本徹雄議員

教
育
部
長　

検
討
委
員
会

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
関
係
者
か
ら
各
１
名
ず
つ

選
任
し
、
併
せ
て
学
識
経
験
者
で
あ

る
大
学
教
授
な
ど
に
参
加
を
お
願
い

し
て
設
置
し
た
。
ま
た
、
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
は
市
内
全
域
を
対
象

と
し
て
お
り
、
個
々
の
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
意
見
の
反
映
は
難

し
い
と
判
断
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
、
昨
年
11
月
5
日
か
ら
12
月

4
日
ま
で
の
30
日
間
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
っ
た
。
提
出
さ

れ
た
3
件
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
の
意
見
と
し
て
承
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
丸
亀
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
検
討
委
員
会
の
委
員
は
、
何
を

基
準
に
選
任
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
市
民
の
声
を
反
映
す
る
重
要
な
調

査
や
意
見
聴
取
も
不
十
分
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
が
、
い

か
が
か
。

市立城東小学校

Q 学
校
施
設
の
長
寿
命
化

進
め
ら
れ
た
経
緯
は

学
校
施
設
の
長
寿
命
化

進
め
ら
れ
た
経
緯
は

Ａ

武田孝三議員

都
市
整
備
部
長　

生
活
排
水

の
処
理
・
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
道
11
号
線
よ
り
北
側
に
定
め
た
事

業
計
画
区
域
の
継
続
的
な
整
備
を
進

め
て
い
く
。
雨
水
排
水
路
の
整
備
と

し
て
は
、
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
西

汐
入
川
周
辺
雨
水
排
水
区
な
ど
の
排

水
処
理
計
画
の
見
直
し
、
河
川
管
理

者
と
の
協
議
・
調
整
な
ど
、
新
た
な

浸
水
対
策
事
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
は
、
必
要
に
応
じ
排

水
処
理
計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、

排
水
対
策
に
関
係
す
る
各
課
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
最
適
な
排
水
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
県
道
多
度
津
丸
亀
線
の
周
辺
で
は
、
多
用
途
の
民
間
開
発
が
進

み
、
今
後
の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
都
市
開
発
の
要
と
な
る
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
特
に
重
点
拠
点
エ
リ
ア
に
対
す
る
雨

水
排
水
路
や
生
活
排
水
路
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
今
後

の
計
画
は
。

Q イ
ン
フ
ラ
整
備
と

ま
ち
づ
く
り
の
進
化

Ａ

県道205号多度津丸亀線
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一
　
般
　
質
　
問

横川重行議員

教
育
部
長　

き
損
箇
所
の
修

復
を
喫
緊
の
課
題
と
し
、
石

垣
崩
落
箇
所
の
復
旧
や
天
守
の
修
理

を
優
先
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
大

雨
な
ど
に
よ
り
遺
構
が
再
び
き
損
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
応
急
の
雨
水

排
水
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

き
損
箇
所
の
修
復
と
並
行
し
て
櫓
や

門
の
復
元
を
目
指
し
て
い
く
計
画
で

あ
る
が
、
発
掘
調
査
に
加
え
、
写

真
・
絵
図
な
ど
の
資
料
が
必
要
と
な

る
た
め
、
懸
賞
金
を
か
け
て
古
写
真

な
ど
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
明
治

初
期
に
取
り
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
未
だ
写
真
な
ど
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
が
、
建
物
配
置
を
示
し
た
絵

図
な
ど
も
含
め
、
復
元
を
可
能
と
す

る
資
料
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
丸
亀
城
の
崩
落
石
垣
の
復
旧
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
史
跡
丸
亀
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
く
櫓
、

多
聞
、
塀
、
御
殿
な
ど
の
一
部
復
元
や
整
備
の
計
画
は
。

美しい丸亀城の再建に向けて

Q 史
跡
丸
亀
城
跡

復
元
整
備
の
取
り
組
み
は

史
跡
丸
亀
城
跡

復
元
整
備
の
取
り
組
み
は

Ａ

福部正人議員

産
業
文
化
部
長　

規
格
に
合

わ
な
い
農
作
物
は
市
場
な
ど

に
出
荷
で
き
ず
、
そ
の
多
く
が
廃
棄

処
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
品
目
に

よ
っ
て
は
、
出
荷
し
て
も
単
価
が
安

す
ぎ
る
た
め
、
収
穫
せ
ず
そ
の
ま
ま

す
き
取
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た

農
作
物
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
て
販
売
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
、
農
業
経
営
の
安
定
や
商
品
ロ
ス

の
削
減
は
も
と
よ
り
、
販
路
の
新
規

開
拓
な
ど
生
産
意
欲
の
向
上
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
推
進
し

て
い
る
農
業
の
６
次
産
業
化
推
進
事

業
を
拡
充
し
、
ぜ
ひ
新
年
度
か
ら
情

報
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
自
ら
生
産
し
た
農
作
物
を
、
直
接
消
費
者
に
販
売
し
て
い
る
、
ま
た

は
販
売
し
た
い
と
考
え
て
い
る
生
産
者
の
販
売
情
報
や
農
泊
、
収
穫
体

験
の
情
報
に
つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

生産者と消費者を もっと身近に

Q 生
産
者
と
消
費
者
の
懸
け
橋
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

生
産
者
と
消
費
者
の
懸
け
橋
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

Ａ
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一
　
般
　
質
　
問

横田隼人議員

教
育
部
長　

公
立
施
設
は
、

主
と
し
て
見
守
り
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
受
け
皿
と
な
る
役
割

が
あ
り
、
中
学
校
区
単
位
で
一
定
数

を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現

在
の
西
幼
稚
園
は
園
児
の
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
単
体
で
の
建
て
替
え
は
困

難
で
あ
り
、
城
乾
小
学
校
や
地
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
の
必
要
性
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
現
在
の
西
幼
稚

園
の
場
所
に
定
員
１
４
０
名
程
度
の

こ
ど
も
園
を
建
設
す
る
こ
と
が
本
市

に
と
っ
て
最
良
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

第
２
期
こ
ど
も
未
来
計
画
に
よ
る
と
、
新
こ
ど
も
園
の
開
園
を
予
定

し
て
い
る
令
和
６
年
に
は
０
歳
児
が
14
人
、
１
〜
２
歳
児
が
１
１
８

人
、
３
〜
５
歳
児
が
１
８
３
人
減
少
す
る
。
ま
た
、
今
年
２
つ
の
保
育

所
が
開
園
し
、
待
機
児
童
は
０
人
と
な
っ
た
。
こ
の
現

状
と
今
後
の
少
子
化
を
踏
ま
え
、
新
し
い
こ
ど
も
園
は

本
当
に
必
要
な
の
か
。

市立西幼稚園

Q 新
こ
ど
も
園

本
当
に
必
要
か

Ａ

松永恭二議員

市
長　

社
会
生
活
を
営
む
基

盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
多
額
の
予
算
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
事
業
の
進
捗
は
、
財
源
確

保
の
状
況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
計
画
的
に

事
業
の
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
、
直

接
、
各
省
庁
な
ど
へ
出
向
き
、
予
算

要
望
を
行
う
ほ
か
、
地
元
選
出
の
国

会
議
員
を
通
じ
た
要
望
活
動
や
、
県

や
県
知
事
へ
の
要
望
な
ど
に
も
努
め

て
い
る
。

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
「
こ
の
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
幸
せ
を
感
じ
、

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
べ
き
で

あ
る
。
市
内
に
は
、
郡
家
、
川
西
、
垂
水
や
中
心
市
街

地
の
一
部
の
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
十
分
な
地

域
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

Q 地
域
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

地
域
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

Ａ

それぞれの町が個性豊かに輝ける市に
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一
　
般
　
質
　
問

国方功夫議員

副
市
長　

丸
亀
商
工
会
議
所

か
ら
の
参
加
要
請
を
受
け
、

造
船
業
界
で
技
術
者
を
確
保
し
て
い

く
た
め
の
育
成
制
度
を
視
察
し
た
。

現
地
法
人
は
本
市
に
事
業
本
部
を
置

く
造
船
事
業
者
の
企
業
グ
ル
ー
プ
唯

一
の
海
外
生
産
拠
点
で
あ
る
。
当
該

造
船
業
者
の
今
後
の
経
営
戦
略
の
一

端
を
自
分
の
目
で
見
て
知
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
。
現
地
法
人
の
工
場

見
学
や
幹
部
と
の
意
見
交
換
に
よ

り
、
本
市
の
事
業
本
部
が
、
今
後
も

中
核
的
生
産
・
開
発
拠
点
と
し
て
、

重
要
な
地
位
を
占
め
続
け
る
こ
と
を

確
信
で
き
た
。
中
国
大
連
へ
の
視
察

は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。

　

平
成
27
年
、
副
市
長
は
中
国
の
大
連
市
へ
視
察
に
行
っ

て
い
る
。
一
民
間
企
業
の
海
外
で
の
研
修
に
市
が
参
加
す

る
こ
と
は
稀
だ
と
思
う
が
、
視
察
の
目
的
と
必
要
性
は
。

中国　大連市

Q 副
市
長
の
視
察
研
修

目
的
と
必
要
性
は

Ａ

大西　浩　議員

健
康
福
祉
部
長　

本
市
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現

在
１
日
15
件
程
度
、
８
月
末
ま
で
の

累
計
で
２
１
２
件
の
検
査
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
県
内
で
は
１
日
50
〜

１
０
０
件
、
同
じ
く
累
計
で
６
９
８

０
件
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
プ
ー
ル
方
式
や
抗
原
検
査
な

ど
の
導
入
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

１
日
30
件
の
検
査
体
制
を
、
県
で
は

最
大
１
日
６
３
３
件
の
検
査
が
行
え

る
よ
う
対
応
を
進
め
て
い
る
。

　

４
月
18
日
以
降
、
本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
出

て
い
な
い
が
、
夏
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に
は
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
。
本
市
P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー
を
多
く
の
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
感
染
の
早
期
発
見
に
向
け

た
対
策
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

もっと手軽に　PCR検査を

QＡ 「
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
何
度
で
も
」

P
C
R
検
査
の
確
立
を

「
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
何
度
で
も
」

P
C
R
検
査
の
確
立
を
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